
 はじめての 絵の具あそび 

たくさん遊んだあと 扉に飾っておくと、 

再び遊び始める姿が見られました。 

今度は壁につかまり立ちをして、姿勢を保ちながら 

触ってみるよ！ 

片手で体を支えて 反対の手に意識を集中！！！ 

指先を器用に動かして、感触を確かめていました。 

 

指先の機能が発達してくる時期。 “触れる”という 

体験がとても大切だと改めて感じました。 

私は丸めてみるよ 

くるくる 

ほら できた！！ 

ペタペタと 

いい音がするな 

 

指についてくる

みたい 

なんだ？ 

動いたぞ 

素材との出会い 初めての絵の具 

まだまだ口に物を入れて「これは何だろう？」と 

確かめる時期の子どもたち。 

まずは、袋の上から絵の具を触ってみるよ！ 

すぐに興味を示して かけよる子ども達。 

“恐る恐る触るだろう”という保育者の予想とは 

反対に、大胆に手の平で触り始めました。 
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